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取材を受けた内容が
１面記事に！

全国紙１面で取り上げられました
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全国紙１面で取り上げられました

ネパール人労働者に日本で働く機会を与えるために、日本の民間企業が訓練および送出促進の業務を開始

した。3年前に日本とネパールの間で結ばれた「特定技能（SSW; Specified Skilled Worker）」の支援協

定を実施するために、ネパールに事務所を設立し、技術訓練プログラムを開始したものである。

日本の入国管理部門認定の、東京に本社があるヒューマンアイ社は「特定技能」での就労のために来日する介

護士の訓練および試験の準備を行っている。2国間の協定に基づく手続きを作成する作業でネパール側の遅れが

あるものの、東京に本社があるヒューマンアイ社はネパール人労働者の送出の促進に取り組み始めている。日本か

らの投資によって2年前にネパールに設立されたSkill Education and Work Academy, Nepal(セワ・ネパー

ル）が日本の雇用企業の必要に応じた技能と言語のカリキュラムを実施し、ネパール人介護士の送出を促進す

るようだ。

ヒューマンアイ社会長兼SewaNepal代表取締役社長の桐生一郎氏によると、日本政府は12カ国から14種

類の分野に、6年間でネパール人を含め34万5150人の熟練した外国人材を日本に呼び込む目標を掲げている

という。ネパール人介護士が日本で就労しやすくするために来ネした桐生会長は、ネパールと日本が人材を日本に

送出することに2019年3月25日に政府レベルで非公式に合意したことに触れ、現在日本国内の派遣社員全体

数が3300人超の中で、ネパール人が500人超あまりの就労をヒューマンアイが支援している繋がりを活かす。

「ネパール人は気立てがよく、奉仕の精神があり、みんなと協力できる人たちなので、介護の人材不足を解消する

ために、ネパールで訓練センターを運営しています。就職先に日本の雇用企業を選んでおり、特別な技能が必要

とされるので、日本語で技能を習得できる環境を作るために、2020年にセワ・ネパールという会社を登録し、ネ

パールと日本の介護士の訓練を行っています」と桐生氏は言う。ヒューマンアイ社は労働者派遣事業と人材紹介

事業を主たる生業にしながら、特定技能を支援する登録支援機関である。

日本では出生率が減少し続けており、増え続ける高齢者の世話のために、言語と技能の訓練を受けて試験に

合格した、その意思のあるネパール人たちに無料で日本での雇用を斡旋しようと、最近では日本人チームがネパー

ルを訪問するまでになっている。バラジュのマチャポカリにある訓練センター「セワ・ネパール」の学校長ラム・プラサド・

シャルマ氏は、日本語で技能訓練を受けて日本に就労する人たちの数は日を追うごとに増えていると語っている。

日本の民間企業が労働者の送出を促進する~翻訳～


	スライド 1: 　全国紙１面で取り上げられました
	スライド 2: 　全国紙１面で取り上げられました

